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ワ ヒ ィ ン デ ィ
」「格好の標的」「誇り高きケニア人」……主人公ラルの多種多様な
自称は、そのままこの小説のテーマに重なる（ヒンディー語、スワヒリ語など多言語使用による
ニュアンスの使い分けを、その妙味を損なうことなく分かりやすい日本語に仕上げた訳業も本書
では際立つ）。新たな史料の公開が進み、専門書の出版も相次ぐケニアだが、人々のささやかな日
常の積み重ね、会話の細部に宿る政治的支配の影など、小説だからこそ描かれ得る世界があるこ
とをあらためて感じさせてくれる、心に触れる一作である。 
津田 みわ（つだ・みわ／アジア経済研究所） 
